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斯
道
文
庫
が
例
年
開
催
し
て
い
る
斯
道
文
庫
講
演
会
は
、
書
誌
学
に
限

ら
ず
、
ひ
ろ
く
古
典
籍
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
第
一
線
の
研
究
者

を
お
招
き
し
、
そ
の
研
究
成
果
を
伺
お
う
と
い
う
趣
旨
で
、
一
九
八
七
年

よ
り
行
わ
れ
て
い
る
恒
例
行
事
で
あ
り
、
本
年
（
二
〇
二
〇
）
で
第
三
十

三
回
目
と
な
る
。

　

折
し
も
本
年
は
斯
道
文
庫
が
慶
應
義
塾
に
設
置
さ
れ
て
よ
り
六
十
年
の

節
目
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
斯
道
文
庫
講
演
会
を
そ
の
記
念
行

事
と
位
置
づ
け
、
例
年
と
は
や
や
趣
向
を
変
え
て
「
書
誌
学
の
こ
れ
ま
で

と
こ
れ
か
ら
」
と
い
う
全
体
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
講
演
会
に
加
え
て
文
庫

員
の
研
究
報
告
会
を
組
み
込
ん
だ
拡
大
形
式
で
挙
行
す
る
こ
と
が
文
庫
内

の
議
論
に
お
い
て
決
定
さ
れ
、
前
年
度
よ
り
準
備
を
進
め
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
今
般
のSA

RS-CoV
-2

を
病
原
と
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
（CO

V
ID
-19

）
の
世
界
的
蔓
延
に
伴
い
、
例
年
の
よ
う
に
塾

内
施
設
を
使
用
し
た
対
面
で
の
開
催
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
急
遽

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
に
切
り
替
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
年
は
通
常
と

は
異
な
る
形
で
の
開
催
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
文
書
の
形
で
も
記
録
を

残
す
必
要
が
あ
ろ
う
と
の
こ
と
で
本
年
十
一
月
二
十
八
日
（
土
）
の
当
日

の
イ
ベ
ン
ト
の
概
要
に
つ
い
て
以
下
記
し
て
ゆ
く
。

　

当
日
は
ま
ず
佐
々
木
孝
浩
文
庫
長
よ
り
本
イ
ベ
ン
ト
の
趣
旨
説
明
が
な

さ
れ
た
。
斯
道
文
庫
の
概
要
と
沿
革
、
ま
た
十
年
前
の
斯
道
文
庫
開
設
五

十
年
記
念
事
業
か
ら
現
在
ま
で
に
至
る
研
究
の
歩
み
に
つ
い
て
紹
介
が
あ

り
、
近
年
に
お
け
る
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開
やFutureLearn

で
の

文
庫
開
設
六
十
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
書
誌
学
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」
開
催
記
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オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
の
配
信
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団

寄
託
品
展
覧
会
な
ど
の
展
示
活
動
、
次
年
度
に
開
館
予
定
の
慶
應
義
塾

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
モ
ン
ズ
と
の
連
携
な
ど
、
種
々
の
交
流
活
動
や
対
外
的

な
情
報
発
信
、
あ
る
い
は
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
の
中
で
の
書
誌
学
の
貢
献
の

あ
り
方
に
関
す
る
展
望
が
語
ら
れ
た
。
そ
の
上
で
、
本
日
の
基
調
講
演
を

お
願
い
し
た
佐
藤
道
生
氏
に
関
す
る
講
師
紹
介
が
な
さ
れ
た
。
佐
藤
氏
は

一
九
五
五
年
東
京
生
ま
れ
で
あ
り
、
慶
應
義
塾
大
学
及
び
同
大
学
院
に
お

い
て
学
ば
れ
、
一
九
八
九
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
三
月
ま
で
慶
應
義
塾
に
奉

職
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
二
〇
一
四
年
十
月
か
ら
二
〇
一
八
年
九
月
ま
で
は

斯
道
文
庫
長
を
務
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
。

　

続
い
て
佐
藤
道
生
氏
に
よ
る
基
調
講
演
「
資
料
発
掘
と
斯
道
文
庫
」
が

あ
っ
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
佐
藤
氏
ご
自
身
が
こ
の
『
斯
道
文
庫
論

集
』
第
五
十
五
輯
に
寄
稿
さ
れ
て
い
る
講
演
録
を
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。

基
調
講
演
の
の
ち
、
文
庫
員
に
よ
る
研
究
報
告
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
内
容

を
示
す
べ
く
、
以
下
、
各
人
が
作
成
し
た
要
旨
を
発
表
順
に
掲
げ
る
。

堀
川
貴
司
「
斯
道
文
庫
所
蔵
文
人
筆
跡
類
に
つ
い
て
」

　

斯
道
文
庫
の
蔵
書
は
個
別
に
購
入
・
寄
贈
さ
れ
て
順
次
増
加
し
て
い
る

一
般
蔵
書
と
、
ま
と
ま
っ
た
単
位
で
収
蔵
さ
れ
る
特
殊
文
庫
に
分
か
れ
て

い
る
。
特
殊
文
庫
の
多
く
は
江
戸
時
代
お
よ
び
近
代
の
学
者
の
旧
蔵
書
で
、

詩
歌
文
章
を
記
し
た
も
の
や
書
簡
類
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
般
蔵
書
に
お

い
て
も
、
そ
れ
ま
で
の
収
集
対
象
に
関
わ
る
同
様
の
も
の
を
収
集
し
て
い

る
。
し
か
し
、
書
籍
に
比
べ
て
内
容
が
断
片
的
で
、
資
料
と
し
て
の
扱
い

が
難
し
い
た
め
、
整
理
・
研
究
と
も
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

所
蔵
資
料
の
現
状
を
把
握
し
、
未
整
理
資
料
の
整
理
お
よ
び
内
容
の
紹
介

を
進
め
、
多
角
的
な
利
用
へ
と
道
を
付
け
た
い
。

　

現
在
の
所
蔵
品
の
概
要
は
、

【
一
般
蔵
書
】
四
一
点
…
…
松
崎
慊
堂
・
安
井
息
軒
の
書
簡
な
ど
が
主
。

【
浜
野
文
庫
】
約
六
六
〇
点
…
…
『
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文

庫　

浜
野
文
庫
目
録
』（
汲
古
書
院
、二
〇
一
一
年
）
に
載
せ
ず
。
菅
茶
山
・

北
条
霞
亭
関
係
書
簡
が
充
実
し
て
い
る
。

【
椎
本
文
庫
】
五
点
…
…
橘
守
部
の
和
歌
詠
草
な
ど
。

【
戸
原
文
庫
】
一
四
点
…
…
秋
月
藩
医
戸
原
家
ゆ
か
り
の
漢
詩
・
書
簡
等
。

【
亀
井
家
学
文
庫
】
約
五
〇
点
（
未
整
理
）
…
…
亀
井
南
冥
・
昭
陽
父
子

お
よ
び
一
家
の
書
簡
・
詠
草
等
。

【
今
関
文
庫
】
掛
軸
三
二
点
、
書
簡
等
不
明
（
一
〇
〇
〇
点
以
上
か
）

…
…
今
関
天
彭
の
旧
蔵
品
。

【
横
山
・
松
本
文
庫
】
書
簡
類
約
二
〇
点
、
メ
モ
類
多
数
…
…
横
山
重
・
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松
本
隆
信
旧
蔵
研
究
資
料
。

【
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
寄
託
資
料
】
墨
蹟
六
七
点
、
書
状
二
八
八
点
、

懐
紙
三
一
八
点
、
短
冊
四
一
七
点
、
そ
の
他
書
跡
二
二
五
点
…
…
僧
侶
・

公
家
・
歌
人
・
俳
人
等
も
含
む
。
こ
れ
以
外
に
画
賛
な
ど
が
あ
る
。

　

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
未
整
理
の
も
の
、
研
究
の
俎
上
に
上
っ
て
い
な

い
も
の
も
多
い
。
今
年
度
の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
寄
託
品
展
覧
会
「
文

人
の
書
」
で
は
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
寄
託
品
を
中
心
に
し
な
が
ら
も
、
一
般

蔵
書
・
特
殊
文
庫
の
も
の
も
出
品
し
、
今
後
の
研
究
に
つ
な
げ
よ
う
と
考

え
た
。

　

そ
の
一
例
と
し
て
、
祇
園
南
海
の
七
言
古
詩
（
今
関
文
庫
蔵
）
を
取
り

上
げ
た
。

　

こ
れ
は
「
贈
筑
州
源
太
守
白
石
」
す
な
わ
ち
新
井
白
石
に
贈
る
と
題
す

る
詩
で
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
秋
の
作
で
、
翌
年
二
月
に
行
わ
れ
た

白
石
六
〇
歳
を
祝
う
宴
に
寄
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　

同
様
の
作
品
を
集
成
し
た
の
が
『
天
爵
堂
寿
言
』
と
い
う
書
物
で
、『
新

井
白
石
全
集
』
六
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
七
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
も
当
該
作
品
は
含
ま
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
没
後
門
人
ら
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
『
南
海
先
生
文
集
』（
天

明
四
年
（
一
七
八
七
）
刊
）
巻
一
・
七
言
古
に
「
新
井
使
君
、
六
十
華
誕
、

恭
製
二
律
以
具
祝
寿
、
且
裁
此
篇
奉
贈
、
併
述
鄙
衷
」
と
題
し
て
収
載
さ

れ
た
。

　

こ
の
三
者
の
本
文
を
比
較
す
る
と
、
異
同
箇
所
が
多
数
見
つ
か
る
。『
天

爵
堂
寿
言
』『
南
海
先
生
文
集
』
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
異
文
が
多
く
、
本
人

の
推
敲
の
み
な
ら
ず
、
編
集
者
・
校
訂
者
に
よ
る
改
変
も
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
な
か
か
ら
、「
文
章
於
公
誠
余
事
、
願
為
蒼
生
完

瘡
痍
」
の
「
完
」
が
『
文
集
』
で
は
肉
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

『
文
集
』
の
自
注
を
援
用
し
て
、
版
本
作
成
時
の
誤
刻
で
は
な
い
か
と
推

測
し
た
。

　

ま
た
、
自
筆
作
品
末
尾
の
落
款
印
「
一
片
氷
心
在
玉
壷
」
に
、
江
戸
を

離
れ
た
南
海
の
心
情
が
窺
わ
れ
る
こ
と
も
付
け
加
え
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
筆
の
筆
跡
類
は
、
作
品
研
究
・
作
家
研
究
に
新
た
な

光
を
当
て
る
重
要
な
資
料
と
な
り
得
る
こ
と
を
述
べ
た
。

高
橋
悠
介
「
密
教
聖
教
の
略
字
表
記
と
東
密
西
院
流
ー
僧
名
表
記
を
中
心
に
」

本
報
告
で
は
、
密
教
聖
教
の
書
名
や
撰
者
、
奥
書
を
考
え
る
際
に
も
関

わ
っ
て
く
る
略
字
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
仏
教
書
に
み
ら
れ
る
特
徴
的

な
略
字
は
「
抄
物
書
」「
省
文
」
等
と
称
さ
れ
、
速
記
の
た
め
と
い
う
面

が
強
調
さ
れ
が
ち
だ
が
、
密
教
聖
教
の
略
字
に
は
、
ま
た
別
な
背
景
が
あ
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る
。
篇
や
旁
の
み
で
漢
字
を
表
現
す
る
略
字
に
し
て
も
、
仏
教
用
語
、
寺

院
名
、
僧
名
な
ど
、
語
の
性
格
に
よ
っ
て
機
能
は
変
わ
っ
て
く
る
が
、
一

つ
に
は
聖
教
が
伝
授
さ
れ
た
環
境
や
、
情
報
の
秘
密
性
と
関
わ
る
略
字
の

機
能
が
挙
げ
ら
れ
る
。
蘇
生
法
を
「
草
禾
魚
一
水
」
と
表
記
す
る
、
称
名

寺
・
釼
阿
の
鎌
倉
後
期
写
本
の
例
な
ど
は
、
あ
え
て
難
し
く
表
記
し
て
い

る
の
が
明
確
で
あ
る
。
一
方
、
僧
名
の
略
字
表
記
に
関
し
て
は
、
名
前
を

そ
の
ま
ま
写
す
こ
と
を
憚
る
と
い
う
性
格
が
強
い
。

篇
や
旁
に
よ
る
人
名
略
字
は
、
安
居
院
の
澄
憲
を
「
登
心
」
と
表
記
す

る
承
久
四
年
（
一
二
二
二
）
写
「
上
素
帖
」（
称
名
寺
聖
教
・
湛
睿
手
沢
本
）

の
例
な
ど
、
密
教
聖
教
に
限
定
さ
れ
ず
、
古
記
録
に
も
「
人
車
記
」（
兵

範
記
、
平
信
範
記
）
や
「
水
左
記
」
な
ど
の
例
が
あ
る
が
、
密
教
聖
教
に

は
と
り
わ
け
顕
著
で
あ
る
。
僧
名
略
字
を
特
に
発
達
さ
せ
た
の
は
、
東
密

広
沢
流
の
う
ち
の
西
院
流
で
、
宏
教
（
禅
遍
、
一
一
八
四
～
一
二
五
五
）

の
編
と
考
え
ら
れ
る
「
先
徳
略
名
〈
ム
〉」（
別
書
名
「
作
名
」）
は
、
五

十
名
近
く
の
僧
名
略
字
を
挙
げ
る
。
こ
の
中
に
は
、
高
野
山
の
心
覚
を
「
予

見
」
と
称
す
る
よ
う
な
、
僧
の
住
房
等
の
属
性
や
名
前
の
中
か
ら
、
篇
や

旁
の
一
部
を
切
り
出
し
た
略
名
が
多
く
み
ら
れ
る
。
松
本
光
隆
氏
が
「
先

徳
略
名
口
決
・
作
名
に
つ
い
て
」（『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
六
、
一
九
八
三

年
五
月
）
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
略
名
は
、「
西
院
八
結
」「
金

玉
」「
異
水
」
等
の
西
院
流
の
伝
授
聖
教
中
に
確
認
で
き
る
。

こ
の
「
先
徳
略
名
〈
ム
〉」
を
増
補
し
て
成
立
し
た
の
が
「
先
徳
略
名

口
決
」
で
、
群
書
類
従
本
の
よ
う
に
相
当
多
く
の
略
名
を
増
補
し
た
も
の

も
あ
る
が
、「
群
書
解
題
」
で
は
、
宏
教
を
先
師
と
呼
ぶ
記
事
に
基
づ
き
、

根
幹
部
分
は
宏
教
の
弟
子
の
能
禅
が
編
集
し
た
と
推
測
し
、「
聴
講
等
に

於
け
る
一
種
の
速
記
法
」
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
善
通
寺
蔵
・
寛
保
二
年
四
月
写
本
は
、「
ム
」
を
宏
教
の
略

名
と
し
て
示
す
項
で
、「
ム
」
に
「
元
瑜
」
と
朱
注
を
入
れ
、
善
通
寺
蔵
・

明
和
八
年
七
月
写
本
で
も
、
同
じ
項
の
「
先
師
権
律
師
宏
教
」
の
前
に
「
元

瑜
之
」
と
朱
書
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
近
世
写
本
の
例
と
は
い
え
、
西
院

流
聖
教
に
お
い
て
「
ム
」
が
宏
教
の
「
宏
」
の
略
字
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、

元
瑜
が
編
集
し
た
段
階
で
元
瑜
＝
「
私
」
の
略
体
と
し
て
の
「
ム
」
が
加

わ
っ
た
経
緯
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
元
瑜
（
西
院
流
元
瑜
方
の

祖
、
一
二
二
八
～
一
三
一
九
）
は
、
安
達
泰
盛
ゆ
か
り
の
鎌
倉
の
甘
縄
無

量
寿
院
で
、
宏
教
か
ら
伝
法
灌
頂
を
受
け
た
僧
で
あ
る
。

僧
名
略
字
は
、
鎌
倉
時
代
に
西
院
流
で
初
め
て
成
立
し
た
訳
で
は
な
く
、

そ
の
前
提
と
し
て
は
、
聖
教
を
転
写
す
る
際
に
、
本
奥
書
中
の
僧
名
を
篇

や
旁
の
み
で
示
す
例
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
「
僧
名
の
二
字
目
を
ー
に

置
き
換
え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
当
該
字
を
傍
記
す
る
」
と
い
っ
た
一
般
的
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な
方
法
と
比
べ
る
と
、
用
例
は
少
な
い
も
の
の
、
天
台
・
真
言
共
に
確
認

で
き
、
少
な
く
と
も
平
安
後
期
に
ま
で
遡
る
。
二
字
目
を
ー
に
置
き
換
え

当
該
字
の
篇
の
み
傍
記
す
る
融
合
的
な
例
も
あ
る
。
い
ず
れ
も
先
徳
の
名

を
そ
の
ま
ま
記
す
こ
と
に
対
す
る
憚
り
が
目
的
で
、
速
記
と
は
関
係
が
な

い
。
西
院
流
の
伝
授
書
は
、
こ
の
欠
筆
と
も
異
な
る
、
聖
教
の
本
奥
書
に

お
け
る
僧
名
表
記
を
、
顕
著
に
応
用
・
深
化
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

白
河
院
が
夢
で
「
竹
人
攘
災
」
と
告
げ
ら
れ
た
際
、
大
江
匡
房
が
「
竹
人

は
範
俊
の
意
」
と
解
釈
し
た
と
い
う
「
元
亨
釈
書
」
巻
第
十
・
範
俊
伝
等

の
説
話
も
、
速
記
と
は
異
な
る
僧
名
略
字
の
機
能
を
示
唆
す
る
。
さ
ら
に
、

西
院
流
の
伝
授
書
だ
け
に
限
ら
ず
、
真
言
宗
の
聖
教
で
の
略
字
表
記
に
は
、

祖
師
・
空
海
の
真
作
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
『
御
遺
告
二
十
五
箇
条
』（
実

際
は
十
世
紀
末
ま
で
に
成
立
）
に
み
え
る
「
宀
一
山
精
進
嶺
土
心
水
師
之

竹
木
目
底
」（「
室
生
山
精
進
嶺
堅
恵
法
師
之
箱
底
」
と
解
釈
さ
れ
る
）
等

の
記
事
も
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
想
定
さ
れ
よ
う
。

矢
島
明
希
子
「
斯
道
文
庫
所
蔵
影
宋
本
爾
雅
に
つ
い
て
」

　

現
在
、
斯
道
文
庫
で
は
三
本
の
松
崎
慊
堂
校
訂
影
宋
本
爾
雅
を
蔵
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
す
で
に
目
録
や
解
題
が
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
「
書

誌
学
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
る

に
当
た
り
、
改
め
て
こ
れ
ら
の
三
本
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

松
崎
慊
堂
（
一
七
七
一
─
一
八
四
四
）
は
、
朱
子
学
を
奉
じ
掛
川
藩
に

仕
え
た
が
、
致
仕
後
は
狩
谷
棭
斎
等
と
深
く
交
流
し
、
考
証
学
へ
傾
倒
し

て
い
っ
た
。
特
に
、『
爾
雅
』
の
校
訂
を
非
常
に
熱
心
に
行
っ
て
い
た
こ

と
が
『
慊
堂
日
暦
』
か
ら
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
慊
堂
晩
年
の
学
問

の
成
果
が
、
縮
刻
唐
開
成
石
経
と
影
宋
本
爾
雅
の
刊
行
で
あ
っ
た
。

　

影
宋
本
の
末
尾
に
附
さ
れ
た
自
跋
に
よ
る
と
、
慊
堂
は
、
南
宋
高
宗
の

闕
筆
が
補
刻
張
に
の
み
見
え
る
こ
と
を
根
拠
に
、
そ
の
底
本
を
「
北
宋
仁

宗
時
刻
版
、
南
宋
高
宗
時
補
刊
」
と
鑑
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
慶
應
義

塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
創
立
二
十
周
年
記
年
：
浜
野
文
庫
并

近
蒐
本
展
観
書
目
録
』（
編
者
、
一
九
八
〇
）
の
解
題
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
の
原
刻
本
を
影
印
本
に
よ
っ
て
こ
れ
を
確
認
す
る

と
、
原
刻
の
時
点
で
す
で
に
高
宗
の
闕
筆
が
見
ら
れ
る
た
め
、
南
宋
高
宗

期
刊
南
宋
前
期
補
刻
本
と
修
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
慊
堂
が
底
本
と
し
た
の
は
、
棭
斎
が
京
都
の
崇
蘭
館
蔵
本
を
借

り
て
精
写
し
た
も
の
で
、
原
本
で
あ
る
崇
蘭
館
本
は
現
在
所
在
不
明
で
あ

る
。
棭
斎
は
文
政
四
年
に
は
崇
蘭
館
を
訪
問
し
て
い
る
が
、
い
つ
の
こ
の

本
が
摸
抄
さ
れ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
。
慊
堂
は
、
こ
の
模
抄
本
を
目
睹

し
て
す
ぐ
に
刊
行
せ
ん
と
願
っ
た
が
、
校
訂
す
る
の
に
適
当
な
対
校
本
が
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見
つ
か
ら
ず
、
刊
行
を
見
送
っ
て
い
た
。
そ
こ
へ
、
再
び
棭
斎
か
ら
大
字

本
爾
雅
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
れ
は
京
都
の
高
階
氏
所
蔵
の
覆
宋
五
山
版

で
、『
日
暦
』
に
よ
る
と
天
保
四
年
五
月
八
日
に
棭
斎
か
ら
そ
の
模
抄
本

を
借
り
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
掛
川
藩
医
の
山
本
頤
庵
の
本
だ
と
い
う
。

慊
堂
は
、
こ
の
大
字
本
と
元
明
の
諸
本
に
よ
っ
て
影
宋
本
を
校
訂
し
、「
校

譌
」
を
作
成
し
て
末
尾
に
附
し
た
。

　

斯
道
文
庫
所
蔵
本
の
う
ち
、
ま
ず
浜
野
文
庫
の
「
有
仁
館
蔵
書
印
」
と

い
う
蔵
書
印
を
有
す
る
本
を
Ａ
と
し
、
慊
堂
の
蔵
書
印
を
有
す
る
本
を
Ｂ

と
す
る
。
Ａ
と
Ｂ
は
同
版
で
あ
る
が
、
Ｂ
に
は
「
校
譌
」
が
な
く
、
Ａ
は

校
訂
を
し
た
文
字
に
傍
点
を
加
え
る
の
に
対
し
、
Ｂ
に
は
傍
線
を
加
え
た

文
字
が
あ
り
、
傍
点
は
な
い
。
ま
た
、
Ａ
の
「
校
譌
」
を
参
照
し
て
Ａ
と

Ｂ
の
異
同
を
対
照
す
る
と
、
Ｂ
は
慊
堂
が
校
訂
を
加
え
る
以
前
の
テ
キ
ス

ト
を
留
め
て
お
り
、
Ａ
は
Ｂ
に
校
訂
を
加
え
、
修
訂
し
た
本
で
あ
る
と
い

え
る
。
ま
た
、
底
本
と
な
っ
た
南
宋
刊
本
の
原
刻
で
あ
る
中
国
国
家
図
書

館
本
と
比
較
す
る
と
、
Ａ
の
方
が
原
刻
に
近
い
テ
キ
ス
ト
に
修
訂
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
し
て
、
三
本
目
の
森
立
之
・
約
之
父
子
書
入
本
を
Ｃ
と
す
る
。
Ｃ
は

Ａ
と
ま
っ
た
く
同
版
で
、
森
立
之
に
よ
る
朱
筆
の
校
注
が
書
入
れ
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
校
注
は
、
立
之
が
大
字
本
と
校
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
約
之

の
書
入
の
中
に
は
、
大
字
本
に
つ
い
て
山
本
頤
庵
の
他
に
も
曲
直
瀬
家
が

そ
の
摸
抄
本
を
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
入
か
ら
は
、

棭
斎
が
も
た
ら
し
た
善
本
が
関
係
の
深
い
医
家
で
摸
抄
さ
れ
、
伝
わ
っ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
他
に
も
、
約
之
の
家
に
は
慊
堂
自
筆
校

注
書
入
本
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
本
が
発
見
さ
れ
れ
ば
慊
堂
の

校
訂
に
関
す
る
極
め
て
重
要
な
資
料
と
な
り
う
る
。

　

こ
れ
ら
三
本
の
影
宋
本
は
、
す
で
に
そ
れ
ぞ
れ
目
録
や
解
題
と
し
て
調

査
・
研
究
の
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
Ａ
と
Ｂ
と
の
関
係
や
、
森
氏

書
入
か
ら
う
か
が
え
る
大
字
本
の
広
が
り
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
の

余
地
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
調
査
を
継
続
し
て
い

き
た
い
。

住
吉
朋
彦
・
種
村
和
史
・
斎
藤
慎
一
郎
「
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
論
語
疏
』

巻
六
の
文
献
価
値
」

こ
の
報
告
で
は
、
二
〇
一
七
年
に
慶
應
義
塾
図
書
館
が
収
蔵
し
、
二
〇

二
〇
年
に
公
開
し
た
『
論
語
疏
』
古
鈔
本
の
意
義
に
つ
い
て
、
斎
藤
慎
一

郎
、
種
村
和
史
両
氏
と
住
吉
朋
彦
の
三
名
が
、
研
究
成
果
の
一
端
を
述
べ

た
。
当
該
鈔
本
の
内
容
は
、
梁
の
皇
侃
の
『
論
語
義
疏
』
巻
五
に
相
当
す

る
が
、
書
写
と
伝
来
の
様
相
か
ら
推
し
て
、
特
別
の
意
義
を
含
む
こ
と
は
、
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当
初
か
ら
明
か
で
あ
っ
た
た
め
、
慶
應
義
塾
大
学
で
は
、
研
究
領
域
を
横

断
す
る
形
で
論
語
疏
研
究
会
を
組
織
し
、
二
〇
一
八
年
以
来
、
そ
の
基
礎

研
究
に
当
た
っ
て
き
た
。
今
回
の
報
告
者
の
三
名
は
、
い
ず
れ
も
同
研
究

会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

ま
ず
書
誌
学
の
観
点
か
ら
こ
の
鈔
本
を
研
究
し
た
住
吉
が
、
鈔
本
取
得

の
経
緯
と
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
、
以
下
の
報
告
を
行
っ
た
。

当
該
の
鈔
本
は
二
十
張
か
ら
な
る
巻
子
本
で
あ
り
、『
論
語
』
子
罕
、

郷
党
両
篇
の
経
注
疏
文
を
、
ほ
ぼ
完
存
す
る
。
但
し
、
平
安
時
代
の
藤
原

氏
所
鈐
と
見
ら
れ
る
「
藤
」
の
縫
印
、
不
明
の
草
名
、
さ
ら
な
る
古
印
の

存
在
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
書
写
と
見
ら
れ
る
も
の
の
、
書
写
の
年
時
や
場

所
を
知
ら
せ
る
直
接
の
徴
証
は
な
い
。

そ
こ
で
、
書
写
の
様
態
に
注
目
し
て
分
析
を
加
え
た
結
果
、
日
本
や
新

羅
、
唐
代
の
鈔
本
と
は
近
似
し
な
い
が
、
敦
煌
出
土
資
料
と
の
比
較
か
ら
、

楷
書
成
立
以
前
の
北
朝
の
仏
経
論
疏
写
本
に
近
似
す
る
こ
と
、
ま
た
料
紙

の
観
察
か
ら
、
簾
文
の
粗
い
麻
紙
を
用
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
概
そ
六

世
紀
後
半
頃
の
〔
南
北
朝
末
隋
〕
写
本
と
の
結
論
が
導
か
れ
た
。

ま
た
文
献
学
の
観
点
か
ら
、
そ
の
本
文
に
は
、
皇
侃
の
著
作
に
共
通
し
、

経
注
疏
文
を
全
載
す
る
古
態
が
見
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
単
疏
本
に
対
立
す
る

こ
と
、
し
か
し
そ
れ
以
上
の
理
解
の
た
め
に
は
、
現
存
他
本
と
の
校
勘
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

こ
れ
に
続
い
て
種
村
和
史
氏
が
、「
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
論
語
疏
』

巻
六　

校
勘
作
業
を
通
し
て
気
付
い
た
こ
と
」
と
題
し
、
当
初
の
校
勘
に

基
づ
く
見
解
を
、
以
下
の
よ
う
に
報
告
し
た
。

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
論
語
疏
』
巻
六
に
は
、
学
術
的
な
価
値
の
高
さ

を
窺
わ
せ
る
特
徴
と
、
書
写
者
の
未
熟
さ
を
疑
わ
せ
る
特
徴
と
が
混
在
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
時
代
、
あ
る
地
域
の
儒
学
の
伝
授
の
様
相
、
恐

ら
く
は
そ
の
裾
野
の
部
分
の
様
相
を
生
々
し
く
感
じ
取
る
た
め
の
ま
た
と

な
い
材
料
を
提
供
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
こ
の
本

の
類
例
の
少
な
い
価
値
を
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

当
該
本
は
他
本
と
の
文
字
の
異
同
が
多
い
が
、
そ
の
中
に
は
、

①　

經
文
か
ら
の
引
用
と
し
て
合
理
的
で
あ
る

②　
『
論
語
注
疏
』
他
の
文
献
に
引
用
さ
れ
た
『
義
疏
』
の
文
と
一
致

す
る

③　

後
漢
・
鄭
玄
の
経
説
と
合
致
す
る

④　

文
脈
的
に
合
理
性
を
有
す
る

な
ど
、『
論
語
義
疏
』
の
原
形
を
推
測
す
る
上
で
有
益
と
思
わ
れ
る
例
が

数
多
い
。

反
面
、
こ
の
本
に
は
誤
字
脱
字
と
思
わ
れ
る
も
の
が
頻
出
し
、
そ
の
中
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に
は
、

①　

一
字
を
二
字
と
誤
認
し
て
分
解
し
て
書
い
て
い
る

②　

二
字
を
一
字
に
合
體
さ
せ
て
書
い
て
い
る

③　

文
字
の
書
き
方
自
體
を
間
違
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

な
ど
、
か
な
り
初
歩
的
な
間
違
い
と
思
わ
れ
る
例
を
含
む
。
こ
の
本
の
書

写
者
は
儒
学
に
熟
達
し
た
学
者
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、
だ
と
す
る

と
『
論
語
義
疏
』
の
よ
う
な
専
門
性
の
高
い
文
献
を
い
か
な
る
人
が
い
か

な
る
動
機
、
い
か
な
る
状
況
で
書
写
し
た
の
が
こ
の
本
な
の
か
、
こ
れ
は

『
論
語
義
疏
』
の
受
容
の
さ
れ
方
に
関
わ
る
問
題
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。

現
象
と
し
て
は
き
わ
め
て
興
味
深
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
現
段
階
で

は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
べ
き
か
わ
か
ら
な
い
特
徴
も
あ
る
。

こ
の
本
に
は
異
体
字
が
非
常
に
多
く
出
現
す
る
。
ま
た
、
通
行
本
で
は

「
變
」
と
し
、
文
脈
上
も
そ
ち
ら
が
通
り
が
よ
い
の
を
、
こ
の
本
で
は
多

く
「
反
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
本
の
書
字
に
は
、
楷
書
的

な
筆
法
と
異
な
る
運
筆
が
目
に
つ
く
。
こ
れ
ら
は
、
こ
の
本
の
書
写
年
代

や
地
域
を
考
え
る
材
料
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
た
だ
し
そ
の
た
め
に

は
、
専
門
的
な
知
見
が
必
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
種
村
氏
の
論
点
に
加
え
、
斎
藤
慎
一
郎
氏
が
「
慶
應
義
塾
図

書
館
蔵
『
論
語
疏
』
巻
六
の
文
献
価
値
―
日
本
漢
学
研
究
資
料
と
し
て
の

特
色
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
報
告
を
行
い
、
以
下
の
よ
う
に
当
該
本
の
意

義
を
、
異
な
る
側
面
か
ら
、
三
点
に
わ
た
っ
て
明
か
に
し
た
。

斎
藤
氏
は
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
論
語
疏
』
巻
六
（
以
下
、
慶
應
本
）

を
日
本
漢
学
研
究
資
料
と
し
て
位
置
付
け
た
際
の
特
色
に
つ
い
て
、
明
経

道
の
博
士
家
で
あ
る
清
原
家
に
伝
え
ら
れ
た
『
論
語
義
疏
』〔
南
北
朝
〕

写
本
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
蔵
）
と
の
比
較
を
通
し
て
検
討

し
た
。

第
一
に
、
慶
應
本
本
文
と
、
清
家
文
庫
本
『
論
語
義
疏
』
に
見
ら
れ
る

書
き
入
れ
と
の
間
に
あ
る
興
味
深
い
符
合
を
紹
介
し
た
。

例
え
ば
、
旧
鈔
本
で
は
軒
並
み
「
當
于
時
周
末
」
と
す
る
子
罕
篇
の
疏

文
は
、
清
家
文
庫
本
で
は
「
時
」
字
の
右
下
に
、
他
本
と
の
校
合
時
に
当

該
字
の
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
「
イ
无
」
の
注
記
を
有
す

る
。
そ
し
て
、
慶
應
本
で
は
該
当
部
の
本
文
を
「
當
于
周
末
」
と
す
る
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
例
は
複
数
指
摘
で
き
、
他
に
、
清
家
文
庫
本
に
は
、「
云
」

字
の
右
下
に
「
去
イ
」
と
記
し
た
例
や
、「
註
」
字
の
右
下
に
「
法
イ
」

と
記
し
た
例
が
あ
る
。
実
際
、
慶
應
本
で
は
「
去
」
や
「
法
」
に
見
え
る

字
体
を
備
え
て
お
り
、
こ
う
し
た
例
か
ら
は
、
清
家
文
庫
本
が
、
慶
應
本

（
或
い
は
字
体
ま
で
含
め
て
慶
應
本
に
近
い
形
を
有
し
た
本
）
と
の
校
勘
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を
果
た
し
た
ら
し
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
る
と
、
慶
應

本
（
旧
鈔
本
の
巻
五
に
相
当
）
に
は
な
く
清
家
文
庫
本
に
は
あ
る
巻
に
見

ら
れ
る
校
注
も
、
慶
應
本
同
様
の
古
い
由
緒
を
有
す
る
本
文
に
基
づ
く
貴

重
な
も
の
と
い
う
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。

第
二
に
、
中
世
に
於
け
る
慶
應
本
の
伝
来
を
考
え
る
上
で
、
清
家
文
庫

本
が
書
写
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
南
北
朝
期
に
大
学
寮
周
辺
で
典
籍
が
集
散

し
、
近
世
に
至
っ
て
官
務
家
・
局
務
家
と
い
っ
た
地
下
官
人
の
も
と
で
保

管
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
る
事
例
を
、
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
蔵

国
宝
『
春
秋
経
伝
集
解
』
を
例
に
と
っ
て
述
べ
た
。

第
三
に
、
篇
首
の
総
説
の
あ
り
様
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
慶
應
本
に
残

さ
れ
た
郷
党
篇
首
は
、
旧
鈔
本
に
は
あ
る
篇
首
の
総
説
を
有
し
な
い
。
旧

鈔
本
の
中
で
は
書
写
年
代
の
古
い
清
家
文
庫
本
に
も
、
子
罕
篇
・
郷
党
篇
・

衛
霊
公
篇
に
総
説
は
本
文
と
し
て
は
見
ら
れ
ず
、
今
般
の
慶
應
本
の
出
現

に
よ
り
、
従
来
は
皇
侃
自
作
と
考
え
ら
れ
て
き
た
総
説
も
、
そ
の
平
安
鎌

倉
期
に
於
け
る
日
本
人
偽
作
説
が
今
後
議
論
さ
れ
る
余
地
が
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
種
村
、
斎
藤
両
氏
の
報
告
か
ら
も
、
さ
ら
な
る
詳
細

な
校
勘
が
、
当
該
本
の
多
様
な
特
色
を
明
か
に
す
る
た
め
の
出
発
的
と
な

る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
た
た
め
、
書
籍
の
校
勘
が
書
誌
学
研
究
の
最
重

要
課
題
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
報
告
の
結
び
と
し
た
。

右
記
の
各
人
に
よ
る
研
究
報
告
に
続
い
て
共
同
討
議
な
ら
び
に
質
疑
応

答
が
あ
っ
た
。
視
聴
者
か
ら
の
質
問
と
し
て
は
堀
川
報
告
の
中
の
「
完
」

と
「
肉
」
と
の
異
同
に
関
し
て
六
朝
時
代
の
字
体
の
例
や
中
国
で
の
漢
詩

文
の
用
例
に
基
づ
い
た
指
摘
が
あ
り
、
今
後
検
討
し
た
い
旨
の
返
答
が
な

さ
れ
た
。
討
議
の
内
容
は
多
岐
に
亘
る
が
、
か
つ
て
の
斯
道
文
庫
で
の
集

書
を
め
ぐ
る
労
苦
の
話
か
ら
、
こ
の
度
の
『
論
語
疏
』
発
見
時
の
印
象
や

『
論
語
疏
』
に
特
徴
的
な
文
字
の
字
体
・
書
風
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、
旧
蔵

者
で
あ
る
壬
生
家
を
中
心
と
し
た
伝
来
の
問
題
、
近
世
期
の
考
証
学
者
に

よ
る
校
勘
の
営
為
に
つ
い
て
、
略
字
使
用
と
奥
書
・
秘
伝
と
の
関
係
な
ど

様
々
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
終
了
時
刻
を
迎
え
た
。

四
時
間
半
に
も
及
ぶ
長
時
間
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
常
時
一
〇
〇

名
前
後
の
視
聴
者
が
あ
り
、
ま
た
今
回
配
信
に
利
用
し
たY

ouT
ube

上

に
お
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
で
も
視
聴
で
き
る
よ
う
一
ヶ
月
間
の
期
間

限
定
で
配
信
動
画
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
公
開
し
た
と
こ
ろ
、
公
開
を
終
了
し

た
二
〇
二
〇
年
十
二
月
二
十
八
日
時
点
ま
で
に
累
計
で
一
五
〇
〇
回
以
上

の
再
生
が
な
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
等
で
も
様
々
な
分
野
の
研
究
者
や
一
般

の
方
か
ら
好
意
的
な
反
応
が
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
へ
の
習
熟

が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
っ
た
も
の
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の
、
概
ね
成
功
裡
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

と
は
い
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
ゆ
え
の
功
罪
両
面
が
あ
り
、
必
ず
し
も

Ｐ
Ｃ
操
作
に
明
る
く
は
な
い
方
や
、Y

ouT
ube

の
視
聴
が
困
難
な
国
や

地
域
に
居
住
し
て
い
る
方
な
ど
へ
の
対
応
を
十
分
に
は
行
え
な
か
っ
た
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
う
し
た
い
く
つ
か
の
課
題
は
残
る
も
の
の
、
斯
道

文
庫
と
し
て
は
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
書
誌
学
の
こ
れ

ま
で
と
こ
れ
か
ら
」
に
つ
い
て
多
様
な
視
角
か
ら
考
え
る
機
会
を
今
回
こ

う
し
た
形
で
広
く
提
供
で
き
た
こ
と
は
、
一
定
の
意
義
あ
る
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
る
。
今
後
も
斯
道
文
庫
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
も
含
め
た
多
様

な
手
段
で
情
報
発
信
を
行
っ
て
ゆ
く
所
存
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
、
稿
を

閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。

（
文
責　

斯
道
文
庫
主
事　

一
戸
渉
）


